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商品設計プロセスへの
　　　　　ユーザー評価導入取り組み

松下電送システム（株）
　ＩＰコミュニケーションカンパニー
　開発グループ技術管理チーム
　　　　 　　中野重治
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カンパニー概要・製品紹介

ＩＰコミュニケーションカンパニー

現在の主な製品

設立　　　：２００１年１０月設立
事業分野：ファクシミリとインターネット関連製品
拠点
　　開発：日本、生産：インドネシア・日本、販売：全世界

家庭向けファクシミリ及びＬモード通信端末
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商品設計プロセスへのユーザー評価導入取り組み

１９９８年度 １９９９年度 ２０００年度

使い方 その他

背景説明：お客様ご相談件数の急増

新製品
２モデル
発売

新製品
１モデル
発売

新製品
４モデル
発売

６５％
６０％

６５％
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商品設計プロセスへのユーザー評価導入取り組み

取り組み経緯

１９９８年　カンパニー内プロジェクト発足（１次）
　　　　　　　　　　（設計部門中心）

取扱説明書の改善

１９９９年モデルに適用
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商品設計プロセスへのユーザー評価導入取り組み

取扱説明書の改善事例（文字数半減実現）
改善前（１４８ページ） 改善後（１１２ページ）
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商品設計プロセスへのユーザー評価導入取り組み

成果確認・課題（１次）

数値目標には達しなかった

製品本体の改善及び全社体制での取り組み必要

　　　　２０００年に全社体制で再スタート（２次）
（企画、デザイン、開発、品質保証、お客様ご相談センター）

反省
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商品設計プロセスへのユーザー評価導入取り組み

具体的な取り組み（追加取り組み）

・お客様ご相談内容の分析
・ユーザー評価の実施
・操作・表示シュミレーションの開発

①製品設計前の使いやすさ確認
②次期製品への改善提案の実施
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商品設計プロセスへのユーザー評価導入取り組み

ユーザー評価風景

１０名のユーザーにインタビュー形式で調査実施
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ＵＦ－Ｌ１ＷＣＬＵＦ－Ａ７ＷＣＬ

商品設計プロセスへのユーザー評価導入取り組み

改善事例（本体操作部）

マルチファンクションキー
と画面メニューの
関連性改善
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商品設計プロセスへのユーザー評価導入取り組み

改善事例（取扱説明書）

ＵＦ－Ａ７ＷＣＬ（見開き横流れ方式）

ＵＦ－Ｌ１ＷＣＬ（１ページ縦流れ方式）
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商品設計プロセスへのユーザー評価導入取り組み

成果確認・課題（２次）

企画

市場サポート 設計

生産

以前のしくみ 現在のしくみ

企画

設計

生産

市場評価 操作
ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝ

新しい製品開発のしくみ実現

市場サポート

販売

販売
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商品設計プロセスへのユーザー評価導入取り組み

Ｌモードの操作性改善（１）

Ｌモードの操作性
改善課題

昨年度のユーザー調査にて操作性に課題、取り組み開始

調査結果：
　・メニューの選択、
　　文字入力・編集が
　　しにくい
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商品設計プロセスへのユーザー評価導入取り組み

Ｌモードの操作性改善（２）

取り組み方針

・新しい操作性の確立（Ｌモードに適した）

・画面の操作ガイド改善（次操作誘導型へ）

・操作シュミレーションでの事前検証
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商品設計プロセスへのユーザー評価導入取り組み

改善事例

単機能ボタン
の追加
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商品設計プロセスへのユーザー評価導入取り組み

今後の課題と取り組み

・ユーザー評価の標準化、基準化

・製品試作後のユーザー評価の実施

・操作シュミレーションの本体組み込み

・音声ガイダンスの改善

・人材の育成


